昔 男と 聞く 時 は、 今 も 床しき 道中 姿。 その物 語に 題 

あずま ひととせ 

は 通え ど、 これ は 東の 銭な しが、 一年 思いた つよし し 

て、 参宮 を 志し、 霞と ともに 立 出で て、 いそじ あまり 

を 三 河 国、 そのから 衣、 ささおり の、 安 弁当の 鰯の 名 

かきつ ばた 

に、 紫 はありながら、 杜 若に は 似 もっかぬ、 三等の 赤 

あ J! こ じちく え しゃれ 

切符。 されば お 紺の 婀娜も 見ず、 弥次 郎兵衛 が 洒落 も 

う いもうで すず リ みち 

なき、 初詣の 思い出 草。 宿屋の 硯を 仮寝の 床に、 路 

の 記の 端に 書き入れて、 一寸 御 見に 入れたり し を、 

ほんと じ すごろく 

正 綴に した 今度の 新版、 さあさあ かわりました 双六と、 

だませば 小児 衆 も 合点せ ず。 伊勢 は 七 度よ いところ、 

いざ 御 案内 者で 客 を 招けば、 おら あ 熊 野 へ も 三度 目 



ほ あくび 

え、 犬が 吠え、 こうまた 寒い 風 を、 欠伸で 吸うよう に 

なっても、 まだ 出掛け そうな 様子 も 見えぬ ので。 

しゃく 

「いかがで ございます、 お 酌 をいた しましょう かご 

「いや、 構わんで も^い、 大層お 邪魔 をす るね ご 

びもくし ゆうれ い 

ともの 優しい、 客 は 年の 頃 二十 八 九、 眉目秀麗、 

しょうしゃ ふうさ い ねず おなじ がいとう 

瀟洒な 風采、 鼠の 背広に、 同 一 色の 濃い 外套 を ひしと 

まと なかおれ つつ 

絡うて、 茶の 中 折 を 真 深う、 顔を粛 ましげ に、 脱がず 

かむ り もの ほお 

にいた。 もし この 冠 物が 黒かったら、 余り 頰が 白く つ 

て、 病人ら しく 見えた であろう。 

こっくり した 色に 配して さえ、 寒さの せいか、 屈託 

よ ちょうし 

でも あるか、 顔の 色が 好くない ので ある。 姚子は 二 本 



ばかり、 早くから 並んで いるのに。 

もち にしめ ちょく 

赤 福の 餅の 盆、 煮 染の皿 も 差 置いた が、 猪口 も 数 を 

かさ かみ じゃます ぎば し 

累 ねず、 食べる もの も、 かの 神路 山の 杉箸 を 割った ば 

ゝ， I o 

カリ 

客 は 丁字形に 二つ 並べた、 奥の 方の 緑 台に 腰 を かけ 

てのひら うなじ おさ うつむ こまぬ 

て、 掌 で 項 を 圧え て、 俯向いたり、 腕 を 拱いて 考 

えたり、 足 を 投げて 横 ざまに 長くな つたり、 小さな し 

かた ふるまい 

かも 古びた 茶店の、 薄暗い 隅なる 方に、 その 挙動 も 

もうろう みうごき よそめ ねがえり 

朦朧と して、 身 動 をす るの が、 余所目に はまる で 寝返 

をす るよう であ つ た。 

また 寝られて なろう か！ 



「あれ、 お客様 まだ こっちのお 铫子 もまる でお 手が 着 

きませ ぬ ご 

と 婆々 は片 づけに かかる 気で、 前の 姚子を 傍へ 除 

けようと して 心 付く、 まだず ッ しりと 手に 応えて 重い- 

「ぉ燜 を 直し ましょうで ござります かご 

のぞ 

顔 を視き 込む がごと くに 土間に 立った、 物腰の しと 

しらがあたま 

やかな、 婆々 は、 客の 胸の あたりへ その 白髪頭 を 差 出 

おもて と かた なが 

したので、 面 を 背ける ようにして、 客 は 外の 方 を視め 

みせさき かま 

ると、 店頭の 釜に 突 込んで 諸 白の 燜を する、 大きな 

はくちょう 

白 丁 の、 中が 少 くな つたが 斜めに 浮いて 見える、 上な 

る 天井から、 むッ くりと 垂れて、 一 つ、 くるりと 巻い 



「もう、 お 無駄で ござります るから お止しな さり まし、 

第一 あれ は 余り 新し ゆうない ので ござります。 それに 

お見受け 申しました 処、 そう やって 御酒 もお 食り なさ 

り ませず、 滅多に 箸 をお 着けな さりません。 何 ぞ御都 

合が おありな さりまして、 私 どもに お休み 遊ばします。 

とき た おぼしめ 

時刻が 経ちます るので、 ただ 居て はと 思 召して、 婆々 

に 御馳走に あなた 様、 いろいろな もの をお 取り 下さり 

ますよ、 つに. I, 子 じます、 ほほ ほほ ほ。」 

笑 とともに 煙 を 吹き、 

ぁリ がた す もう 

「いいえ、 お 一 人の お客様に は 難 有 過ぎました ほど 儲 

かりまして ございま する。 大抵のお 宿銭ぐ らい 頂戴 を 



さと 通り抜けて おしまいな されました かご 

つま 

「詰らない こと を ご 

ひきしま くちもと 

客 は引緊 つた 口許に 微笑した。 

「しかし、 土地に も 因る だろう が、 奥州の 原 か、 飛驛 

の 山で 見た 日に は、 気絶 をし ないじ や 済むまい けれど、 

伊勢と いう だけに、 何しろ、 電信柱に 附着け た、 ペン 

キ 塗の 広告まで、 土 佐 絵 を 見る ような 心 持の する 国 だ 

とうちり めん 

から、 赤い 唐 縮緬 を 着た 姐さんでも、 京人形ぐ らいに 

は 美しく 見える。 こっちへ 来る というので 道中 も 余所 

と は 違って、 あの、 長 良 川、 &斐 川、 木曾川の、 どん 

みす じ 

よりと 三条 並んだ 上 を、 晩方 通った が、 水が 油の よう 



かさ さぎ すべ 

だから、 汽車の 音 もしない までに、 鵲 の 橋をヒ つて 

あまのがわ 

銀河 を 渡った と 思った、 それから という もの は、 夜に 

んっ てこの 伊勢 路へ かかる のが、 何 か、 雲の上の 国へ 

でも 入る ようだった もの、 どうして、 あの人 形に、 心 

持 を 悪く してなる もの かご 

だんな さま い ほ 

「これ は、 旦那 様お 世辞の 可い、 土地 を 賞め られ まし 

て 何より 嬉し ゆう > J ざり ます。 で 何で) J ざり まする か、 

ごさんけい おぼしめし 

一 刻 も 早く 御 参詣 を 遊ばそう 思 召で、 ここらまで 乗 

切って いら つ しゃいました？」 

「そういう わけで もない が、 伊勢 音頭 を 見物す るつ も 

り もな く、 古市より 相の 山、 第一 名が 妙いで はない か、 



思 召。 

成程、 おっしゃ リ ました 名の 通、 あなた 相の 山まで 

さ き 

いらっしゃい ましたが、 この 前方へ おいでな さり まし 

い あと ふるいち 

て も、 佳い 宿 は ござりません。 後方の 古市で ござり ま 

せんと、 旦那 様 方が お 泊り になり まする 旅籠 は ござり 

ません が、 何に いたしました 処で、 もし、 ここの こと 

で) ，- ざり まする、 必ず 必ずお 急き立て 申します ではな 

いので ござり まする けれども、 お 早く 遊ばし ませぬ と、 

とまり 

お 泊が 難し ゆう ござり ますので。 

はい、 いつも まあこう やって、 大神宮 様のお 庇で、 

, 繁昌 をいた します るが、 旧の 大晦日と 申します と、 諸 



すご 

婆々 は ひしひし、 大手の 木戸に 責め 寄せた が、 

「しかし 貴 客、 三人、 五 人 こぼれ ますの は、 旅籠で も 

承知の こと、 相宿で も 間に合い ませぬ から、 廊下の は 

かこい すき あずまや あるじ すま い 

ずれの 囲 だの、 数寄な 四阿 だの、 主人の 住居な どで 受 

ける で) ，- ざり ますよ。 」 

からめて 

と 搦手 を 明けて 落ちよ というな り。 

けれども 何の 張 合 もなかった、 客 は 別に 騒ぎ もせず、 

ききず なん きっかけ 

されば つて 聞棄 てに もせず、 何の 機会 もない のに、 小 

形の 銀の 懐中時計 をば ちりと 開けて 見て、 無雑 作に 

突 込んで、 



「はッ ご 

ふるいち なだい みよし や ま 

古市に 名代の 旅 店、 三 由 屋の老 番頭、 次の 室の 敷居 

際に ぴたりと 手 をつ き、 

「はッ 申 上げます るで) J ざいます る。」 

上段の 十 畳、 一点の 汚 もない、 月夜の ような 青畳、 

むらさき ちりめん ふとん 

紫 縮緬 ふッ くりと ある 蒲団に、 あたかも その 雲に 

すみれ よそおい 

乗った るが ごとく、 堇の 中から 抜けた ような、 装 を 

こら たびづかれ さま ねずみ じ 

凝した 貴 夫人 一 人。 さも 旅疲 の 状 見えて、 鼠 地の 縮 

か なまめ ひざ 

緬に、 麻の 葉 鹿の子の 下着の 端、 媚 かしきまで 膝 を 

ななめ さんまい がさね き や なでがた 

斜に、 三枚 襲で 着痩せの した、 撫 肩の 右 を 落して、 

きり ひおけ ひき ひばし 

前なる 桐 火桶の 縁に、 引つ けた 火箸に 手 を かけ、 片手 



ほつ そ えもん 

を 細りと 懐に した 姿。 衣紋の 正しく、 顔の 気高き に 

似ず、 見好げ に 過ぎて 婀娜 めくば かリ。 眉の 鮮 かさ、 

によしょう 

色の 白 さに、 美しき 血 あり、 清き 肌 ある 女性 とこ そ 見 

はえぎわ さ つ かす 

ゆれ、 もし その 黒髪の 柳 濃く、 生 際の 颯と 霞んだ ばか 

えが そでく ち やつくち 

りで あったら、 画け る 幻と 誤る であろう。 袖口、 八 口 

もすそ こぼ ゆうぜん くれない 

裳 を 溢れて、 ちらちらと 燃 ゆる 友染の 花の 紅 にも、 

ひとむら つ つ 

絶えず、 一叢の 薄雲が かかって、 淑 ましげ に、 その美 

を 擁護す るかの ごとくで ある。 

ぎふ さとみ いなこ 

岐阜県 XX 町、 —— 里 見 稲子、 二十 七、 と 宿帳に 控 

しる 

えたが、 あえて 誌す まで もない、 岐阜の 病院の 里 見と 

いえば、 家族 雇人 一同 神の ごとくに 崇拝す る、 かって 



次の間の 片隅に は 棚 を 飾って、 略式ながら、 薄茶の 道 

かま はる 力 

具 一 通。 火鉢に は 釜の 声、 違に 神路 山の 松に 通い、 五 

十 鈴 川の 流に 応じて、 初夜 も 早 や 過ぎた る 折から、 こ 

あんどう とリか 

^ J の 行燈と かしこの ランプと、 ただもう 取 交える ば か 

りの 処。 

「ええ、 奥方 様、 あなた 様に お 客に ござりまして ご 

優しい声で、 

「私に、」 と 品よ く 応じた。 

き やくら い 

「は ッ、 あなた 様に お 客 来に ござり まする ご 

夫人 はしと やかに、 

「誰 方 だね、 お 名札 は ご 



「まあ、 何と おっしゃる 方 ご 

「は ッ立花 様。 I 

「立 花 ご 

わか きれい 

「ええ、 ぉ少 いお 人柄な 綺麗な 方で お あんな さいます 

る ご 

かろ にっこり 

「そうご と 軽く いって、 莞爾 して、 ちょっと 膝 を 動か 

して、 少し 火桶 を 前へ 押して、 

「ずんずんい らっしゃれば！ ^いのに、 あの、 お前さん、 

どうぞお 通し 下さい ご 

よろ 

「へい、 宜し ゆう ござります かご 

おとがい 

頤 の 長い 顔 を ぼんやりと 上げた、 余リ 夫人の 無雑 



てい たちあが 

作な のに、 ちと 気抜けの 体で、 立 楊る 膝が、 がッ くり、 

ひょろりと 手 をつ き、 苦笑 をして、 再び、 

「はッ ご 

六 

やがて 入 交って 女中が， 1 人、 今夜の 忙し さに 親類の 

こがら い つま 

娘が 臨時 手伝と いう、 娘 柄の 好い、 爪 はずれの 尋常な 

のが、 

「御免 遊ばし まし、 あの、 御 支度 はいかが で ございま 

すご 



ふとん 

夫人 は 蒲団に 居直り、 薄い 膝に 両手 を ちゃんと、 

なまめ か 

媚 しいが 威儀 正しく、 

「寝ます から、 もうお 構いで ない、 お 取 込の 処を御 厄 

介ね え ご 

「はッ ま ッ。， - 

か いき 

遠くから 長 廊下 を龃 けて 来た 呼吸 づ かい、 番頭 は 口 

うちし わぶ 

に 手 を 当てて 打 咳 き、 

ごたごた ゆきとど 

「ええ、 混雑いた しまして、 どうも、 その実に 行 届き 

ません、 平に 御 勘弁 下さいまして ご 

「いいえ ご 

「もし、 あなた 様、 希有で ござります。 確か たった今、 



私 が、 こちらへ お 客人 をお 取次 申しまして ござり ま 

して，、， j ざり まするな。」 

「そう、 立 花さん という 方が 見えた つてお 謂いだった 

よ。 どうかし たの ご 

「へい、 そこで 女 ども を もちまして、 お 支度の 儀 を 伺 

わせました 処、 誰 方 もお 見えな さりません そうで ござ 

りまして ご 

「ああ、 そう、 誰もい らっしゃ リ やしません よご 

「はてな、 もし ご 

「何な の、 お 支度 ッて、 それじゃ、 今 着いた 人なん で 

すか、 内に 泊って でもいて、 宿帳で、 私の いる こと を 



「お気の毒 ながらと 申して、 お 宿 を 断らせました 処、 

つれ 

連が 来て 泊って いる。 ともかくも 明けい、 とおつ しゃ 

ります について、 あの、 入口の、 たいてい 原 ほど は ご 

ざり ます、 板の間が、 あなた 様、 道 者 衆で 充 まで、 

あしぶみ かまち 

足 踏 も 出来ません 処 から、 框へ かけさせ 申して、 帳場 

あなた さま 

の 火鉢 を 差 上げました ような 次第で、 それから 貴女 様 

がお 泊リの 害、 立 花が 来たと 伝えく れい、 という 事で 

一 J ざり まして。 

早速お 通し 申しましょうかと 存じました なれ ども、 



すと、 いや 案内に 立った 唯今の 女 は、 見す見す 廊下 を 

あお 

さき へ 立つ て 参った というて、 蒼くな つ て 震えます る 

わ。 

いこ こわ 

太う 恐がりまして こちら へ よう 伺えぬ と 申します の 

で、 手前 龃 出して 参 じました が、 いえ、 もし 全く こち 

ら 様へ は 誰 方 もお いでな さり ませぬ かごと、 穏 なら 

ぬ 気色で ある。 

夫人、 するりと 膝 をず らして、 後へ 身 を 引き、 座 蒲 

そら つ すべ 

団の 外へ 手の指 を 反して 支く と、 膝 を、 U つた 桃色の 絹 

つま ぉリ はし こぼ 

の はんけ ちが、 棲の 折 端へ はらり と 溢れた。 

いや じょうだん 

「厭 だよ、 串戯 ではない よ、 穿 物が な いんだって ご 



「御意に) ，1 ざり まする。」 

「おかしい ねえ ごと 眉 を ひそめた。 夫人の 顔 は、 コォ 

いこう ランプ くま 

トを かけた 衣桁の 中に 眉 暗く、 洋燈の 光の 隈 ある あた 

ま げ つやつや 

りへ、 魔の かげが さした よう、 円 鬅の高 いのも 艷々 と 

け ± い 

して、 そこに 人が 居そう な 気勢で ある。 

畳から、 手 を もぎ 放す がごと くにして、 身 を 開いて 

ひといき 

番頭、 固くなって 一 呼吸つ き、 

「で、 ござり まするな あ。」 

さ つ き 

「お前、 そういえば 先刻、 ああい つて 来た もんだ から、 

今に その 人が 見える だろうと、 火鉢の 火なん ぞ、 突つ 

いている と、 问 なの、 しばらく すると、 今の 姐さん が、 



を 通りな す つたに は 相違 ^ ざり ませぬ、 さき へ 立って 

い き 

参りました 女が、 せいせい 呼吸 を 切って 龃 けまして、 

うしろ からだ 

それで どうかす ると、 背後から、 そのお 客の 身体が、 

ぴ つ たり 附着き そうになります る ご 

そつ うしろ かま 

番頭 は 気がさし たか、 密と振 返って 背後 を 見た、 釜 

たぎ ちり 

の 湯 は 沸って いるが、 塵 一 つ 見当らず、 こういう 折に 

きれい 

は、 余りに 広く、 且つ 余りに 綺麗であった。 

「それが ために 一 一三 度、 足が 留まりました そうに ござ 

リ まして ご 



「中には その 立 花 様と おっしゃる のが、 剽軽な 方で、 

ひとつ 

一番 三由屋 をお 担ぎな さるので はない かと、 申す もの 

おも C 

も ござります るが、 この 寒い に、 戸外から お入りな さ つ 

しゃれ 

たきり、 洒落に かくれんぼ を 遊ばす 陽気で は) ，- ざリま 

せん。 殊に 靴までお 隠しな さります なぞ は、 ちと 手 重 

過ぎます るで、 どうも 変で ござります るが、 ぉ年紀 頃、 

ごようす さっき 

御容子 は、 先刻 申 上げました ので、 その 方に 相違 ござ 

リ ませぬ か、 お 綺麗な、 品の ゆい、 面長な ご 

「全く、 そうご 

ごじょう だん ごじんて い 

「では、 その 方 は、 さような 御串戯 をな さる 御 人体で 



お見上げ 申しました ばかりで も、 奥方 様、 お 身の まわ 

りへ は、 寒い 風 だとて 寄る ことで は ござ リ ませぬ が、 

御 帰宅 の 後 はお こころに かけられて、 さ きざ き お 尋ね 

遊ばして お上げな され まし、 これ は その 立 花 様と おつ 

しゃる 方が、 親御、 御兄弟より 貴女 様 を 便りに 遊ばし 

て いら つし やる に 相違 ござり ませぬ。」 

さしう つむ 

夫人 はこれ を 聞く うちに、 差 俯向いて、 両方 引合せ 

そでく ち じゅばん み と 

た 袖口の、 襦袢の 花に 見惚れる がごと く、 打 傾いて 

ふしめ 

伏目で いた。 しばらくして 〔# 「しばらくして」 は 底本で 

は 「しばらし くて 匕、 さも 身に 染みた ように、 肩 を 震わ 

すと、 後 毛が またはら はら。 



「寒くな つた、 私、 もう 寝る わご 

ぎよし ただいま おんな 

「御 寝なります、 へい、 唯今 女中 を 寄越しまして、 お 

まくら. +P と 

枕頭 もまた、」 

「いいえ、 煙草 は 飲まない、 お 火なん か 沢山。」 

「でも、 その、」 

「あの、 しかしね、 間違えて 外の 座敷へ でも 行って い 

らっしゃり はしない か、 気をつけ ておくれ ご 

「それ はもう、 きっと、 まだ、 方々 見させて さえ ござ 

リま する。 」 

うち まいご 

「そうかい、 此家は 広い から、 また 迷 児に でもな つて 

ると 悪い、 可愛い 坊ちゃん なんだから ご と ぴたりと 帯 



まぶた さつ 

と 見る、 瞼に 颯と 薄紅 梅。 

たばこぼん まくら ざ ぶ と ん 

煙草盆、 枕、 火鉢、 座蒲団 も 五六 枚。 

(これ は 物置 だ。) と 立 花 は 心 付いた。 

いまわり 

はじめは 押入と、 しかし それにして は 居 周囲が 広く、 

むしろ 

破れて はいるが、 筵 か、 畳 か 敷いても あり、 心 持 四 畳 

半、 五 畳、 六 畳ば かり も ありそうな。 手 入 をし ない 囲 

なぞの 荒れた の を、 そのまま 押入に 遣って いるので あ 

ろう、 身 を 忍ぶ の は 跳え たようで あるが。 



(待て。) 

案内 をして、 やがて 三 由屋の 女中が、 見えなくなる 

ま、 P おのの 

が疾 いか、 もの をい うより はまず 唇の 戦く まで、 不義 

では あるが 思う 同士。 目 を 見 交した ばかりで、 かねて 

ひとま やみ 

算 した 通り、 一先ず 姿 を 隠した が、 心の 闇より 暗 かつ 

た 押入の 中が、 こう 物色の 出来 得る は、 さて は 目が 馴 

れ たせいであろう。 

立 花 は、 座敷 を 番頭の 立 去った まで、 半時ば かり を 

まちあぐ 

五六 時間、 待飽 倦んで いるので あった。 

(まず、 可し。) 

ふすま そつ すう 

と 襖に 密と身 を 寄せた が、 うかつに 出ら るる 数で 



， J とば い き 

なし、 言 を かけらる る 分で ないから、 そのまま 呼吸 を 

たたず きぬ おとない 

殺して ネ むと、 ややあって、 はら はらと 衣の 音信。 

めさきみ ち とめぎ かお リ 

目前へ 路が ついた ように、 座敷 を よぎ る 留南奇 の 薫 、 

ゆか かなた ひと か ちょう 

ほの 床しく 身に 染 むと、 彼方 も 思う 男の人 香に 寄る 蝶 、 

た 力 

処を 違えず 二 枚の 襖 を、 左の 外、 立 花が 立った 前に 近 

づき、 

「立 花さん ご 

「 」 

「立 花さん ご 

襖の 裏へ 口をつける ばかりにして、 

「ゆいんで すか ご 



意味 ありげ に 見て取つ たので、 つかつかと 靴 を 近け 

さし のぞ あた リ 

て差視 いたが、 ものの 影 を 見る ごとき、 四辺 は、 針の 

はっきり 

長短と 位地 を 分ち 得る までで はない のに、 判然と 時間 

が 分った。 しかも 九 時半の 処を 指して、 時計 は 死んで 

あざやか かぞ 

いるので あるが、 鮮明に その 数字 さえ 算 えられた の は、 

ほたるび またたき 

一 点、 蛍火の 薄く、 そして 瞬 をせ ぬのが あって、 胸 

ななめ 

の あたりから、 斜に影 を 宿した ためで。 

つめた たな そこ 

手 を 当てる と 冷かった、 光が 隠れて、 掌に 包まれ 

たの は 襟 飾 の 小さな 宝石、 時に 別に 手首 を 伝い、 雪の 

こ さ こぼ 

カウスに、 ちらちらと 樹の 間から 射す 月の 影、 露の 溢 

J)- だ てまたん 

れ たかと 輝いた の は、 蓋し 手釦の 玉で ある。 不思議と 



ひ ふき かかと おなじ いでたち 

を曳 いて、 厚い 拖を 踵 にか さねた、 二人、 同一 扮 装の 

め わらわ 

女の 童。 

竪 矢の 字の 帯の 色の、 沈んで 紅き さえ 認められ たが、 

ひとたび おお こまぬ 

一 度胸 を蔽 い、 手 を 拱けば、 たちどころに 消えて 見え 

さま 

なくなる であろうと、 立 花 は 心に 信じた ので、 騒ぐ 状 

なく じ つ と 見据えた。 

「はいご 

t 力 レ 

「お 迎 に 参りました ご 

がくぜん 

駭 然として、 

「私 を ご 

うちかた 

「内方で おっしゃ います。」 



「お 召 ものの 飾から、 光の 射す お 方 を 見たら、 お連れ 

申して 参ります ように、 お 使で ございま すご と 交る 

がわ そで 

交る いって、 向 合って、 いたいた けに 袖 を ひたりと 立 

まんなか か おもて 

つと、 真中に 両方から 舁き 据えた の は、 その 面 銀の ご 

とく、 四方 あたかも 漆の ごとき、 一 面の 将棋盤。 

ぼたん こちょう 

白き 牡丹の 大輪なる に、 ニッ 胡蝶の 狂うよう、 ちら 

ちらと 捧げて 行く。 

今 はたと い 足 許が 水に なって、 神路 山の 松ながら 人 

ながれ も- P えぼし ひたたれ 

肌 を 通す 流に 変じて、 胸の 中に 舟を纜 う、 烏帽子 直垂 

をつ けた 船頭な りと も、 乗れと なら 乗る 気になった。 

お おく す わ て ぼたん 

立 花 は 怯めず、 臆せず、 驚 破と いわば、 手釦、 襟 飾 を 



のぞみ からだ 

上手に なると、 望 も かなう し、 そう やって お 身体 も 輝 

くのに、 何が 待 遠くって、 道ならぬ 心 を 出 すんで す。 

こうして 私と 将棊を さすより、 余所の 奥さんと 不義 

のぞみ 

をす るの が 望 なの？」 

衝と手 を 伸して、 立 花が 握りし めた 左の 拳 を 解く 

がごと くに 手 を 添え つ つ、 

「もしもの 事が あります と、 あの方 もお 可哀 そうに、 

もう 活 きて はおられません。 あなた を 慕って 下さるな 

ごリ ようけ^ P 

ら、 私 も 御 恩がある。 そういう あなたが 御 料簡なら、 

私が 身を棄 てて あげましょう。 一所に なって あげ ま 

よそ こころえちがい 

しょうから、 他の 方に 心得 違 をして はなり ません ご 



ひとよ いた おも 

ただ 夫人 は 一 夜の 内に、 太く 面 やつれが した けれど 

あくるひ もみあ は た ご や 

も、 翌日、 伊勢 を 去る 時、 揉 合う 旅籠 屋の 客に も、 陸 

続た る 道中に も、 汽車に も、 かば かりの 美女 はな かつ 

たので ある。 

明治 三十 六 ( 一 九 〇 三) 年 五月 
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